
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

- - - -

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

　平成26年度以降も、道路管理における県と市町村の役割分担を明確にするため、バイパス整備等における旧道区間の市町村移管条件

を満たすべく、継続して必要な機能回復等を行い、移管を行うことで、県と市町村とが適切な道路管理の分担ができよう努める。

 概算事業費（B（A）+C）

19,370 10,000 49,500 10,000

目標に対

する成果

の状況

　平成25年度はバイパス整備等によって生じた旧道区間について長野市・筑北村へ延長3.6kmの移管を行い、目標を上回る成果が得ら

れた。

概　算

人件費

19,370 10,000 55,000 10,000

19,370 10,000 49,500

0.14 0.09 0.61 0.09

0 0 0 0

Aの

財源

0 0 0 0

0 0 0 0

達成状況

－ 1.4 3.6 達成 3.0

合計（A) 19,370 10,000 55,000 10,000

補正予算 0 0 0

旧道処理延長(km)

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度

25年度25年度

25年度 26年度 成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越 4,370 0 0 0

項目

H24末

（実績）

Ｈ25

H26

目標

当初予算 15,000 10,000 55,000 10,000 目標 成果

10,000

（当初）

　旧道箇所1.4km区間の事業を実施し、損傷箇所の機能回復後、速やかに市町村へ移管する。

事業内容

（単位：千円）　

項目

実施方法

H25事業実績

H25

H26

（当初） （決算）

合計 55,000 49,500 10,000

　県単道路特殊改良事業 直接 　事業実施２箇所　L=3.6km 55,000 49,500

目指す姿

　国・県道のバイパス整備等の改良事業により生じた旧道区間を、市町村道として引き渡す場合に必要な維持修繕を行い、円滑な道路の

管理移管を行う。

現状 　舗装や側溝などの著しい損傷箇所について、旧道区間を市町村に引き渡すための移管条件として必要な機能回復を行っている。

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

　旧道を市町村に引き渡すうえで、移管前の管理者である県が機能回復を行う必要がある。

県民との協働による実施： 困難

◆地域の暮らしを支える道路の整備 実施期間 T8 ～

課・室 道路建設課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail

michiken@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

５－２　快適で暮らしやすいまちづくり

事業番号 11 04 05

事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

県単道路特殊改良費

県単道路特殊改良費県単道路特殊改良費

県単道路特殊改良費

担

当

課

部局 建設部


